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目
標

課題　１

【Ａ市の設定条件】

・人口は１０万人弱で微増しているが、高齢化が進みつつある。

・隣接する大都市へは車で約４０分の距離である。

・日常生活は郊外型の大型ショッピングセンターが中心となっている。

・駅前商店街はかつての賑わいを失っている。

・自治会は１５０地区あり、行政と連携して防災や防犯灯の維持管理、祭りなどの活動をしている。
　
・自治会役員は単年度の輪番制、高齢のため自治会活動に対して積極的な活動できず、自治会
　が形骸化し衰退している。

・昔に比べ若い世代は、自治会や地域の活動に参加することが少なくなった。

・地域の問題や課題を自分たちで解決したくても、母体となる自治会の活動が活発でないため解
　決方法がわからず、とりあえず市役所に不満を訴えてくる。

・市財政が大変厳しいため、公園や排水路などの公共施設の維持管理をできるだけ各自治会にお
　願いしている。

・一部の公園や排水路の維持管理が不十分で、子どもの安全な遊び場の確保や防犯、不法投棄
　などの問題を抱えている。

・調査結果から、住民は機会があれば地域活動に参加しても良いという潜在意識を持っている。

・関係機関との調整

・つぶやき掲示板

・現物の支給

提　言　の　要　約

課
　
　
題

Ａ市では、都市の拡大による民間宅地開発が行われ、開発に伴う公園・緑地など新たに市が管理す
る行政財産が増えてきている。ここでは、Ｂ自治会の住宅地の中に位置する市管理のＮ公園を例に
挙げて説明する。

身近な問題解決方法のあり方について考察する。

課題　３課題　２

現
　
　
　
状

小さな活動からみんなの力で地域のために汗をかこう！
～「やってみ隊」をやってみない？～

開発行為で市に移管された
公園・緑地などの維持管理
が不十分で、雑草に覆わ
れ、ごみの不法投棄など新
たな問題が発生している。

住民自身は、地域活動をし
たい気持ちがあっても、何を
やっていいのかわからな
い。
とにかく行政に苦情を言う。

問題解決のために行政は、何をしたら良い
のか。住民との関係はどのようにして行け
ば良いのか。

・きっかけづくり

提言　２

行政は調整役となって最大限の後方

支援をします。

施策　２

・申請・受付・相談・広報ＰＲ

提
　
言

施策　１

施
　
　
策

提言　１

住民が身近なことに関心を持って、行動する仕組みを

創ります。

・汗かきレンジャー「こんなことやってみ隊」の創設
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